
名古屋　1849 年 12 月
大槻俊斎、多数の子に接種
1850 年に伊藤圭介が自宅に
種痘所を開設

大阪　1849 年 11 月
緒方洪庵は「除痘館」を開設し、
生涯をかけて牛痘に取り組んだ

水戸藩医・本間玄調は種痘が
安全であることを知らせるため
自分の子と親戚にまず接種

箱館　1857 年 5 月
桑田立斎 ( 東コース )、
深瀬洋春 ( 西コース ) が
3 か月で 1万 3千人以上に種痘

江戸　1849 年 11 月
伊藤玄朴、藩主より種痘を
受け取り娘らに接種
1858 年、江戸・お玉ケ池種痘館
への出資者は 83 名にも及んだ

名古屋大学医学部資料室パネルを基に作成

佐賀　1849 年 8 月
佐賀で種痘始まる。
佐賀藩主・鍋島直正は、
早速牛痘にお墨付きを与えた

福井　1849 年 11 月
1 年後の 1850 年、笠原良策の
尽力で「種痘所」を開設

長崎　1849 年 7 月
モーニッケから種痘術を
学んだ楢林宗建が九州各地から
医師と罹患経験のない子供らを
集めてもらい、直接伝授

京都　1849 年 9 月
日野鼎哉が京都についた
牛痘を分けた

「いのちのバトン」が日本を貫いた
　～8年かけて伝え切った牛痘種痘リレーの軌跡～
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日本で初めて継続的な牛痘種痘に成功したのは、英国ジェンナーによる
発見からおよそ半世紀後の１８４９年のことでした。佐賀藩主の依頼を
受けたオランダ商館医のモーニッケが、バタビア（現在のジャカルタ）から
取り寄せた牛痘苗を使ってでした。そこから、足かけ８年かけて、
「子供のいのちを救いたい」という蘭方医らの思いが、
日本を貫きました。



館内企画展アーカイブ バーチャル展示室360 https://www.tcmit.org/360virtual/

これまでにトヨタ産業技術記念館で開催した企画展をご紹介するデジタルアーカイブです。 
360 度 VR コンテンツで、臨場感溢れるバーチャル展示をお楽しみください。
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